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１．概要（Summary） 

開発した脱硫剤の構造を解析するために、走査型電子

顕微鏡（SEM）、透過型電子顕微鏡（TEM-EDX）、X 線

電子分光装置（XPS）、高周波誘導結合プラズマ発光分

光分析装置（ICP）、X 線回折装置(XRD)を用いて分析を

行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高 分 解 能 電 界 放 射 型 走 査 型 電 子 顕 微 鏡

（FE-SEM:JSM-6700FT） 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

開発した脱硫剤の走査型電子顕微鏡写真(FE-SEM)

をFig.1に示す。表面は針状形態が見られた。またSOx

ガスを吸収した後の脱硫剤について TEM-EDX を用

いて観察したところ、脱硫剤は微細部において網目状

形態を示していた。さらに EDX をもちいることによ

り脱硫剤の構成元素および SO2 の吸収領域をマッピ

ング同定することが可能となった。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

「なし」 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation  

「なし」     

 

６．関連特許（Patent） 

「なし」 

 

Fig. 1 SEM image of dry desulfurizing agent 


